


事故・災害等 不祥事等
国土交通省の指示・
ＪＲ北海道の取り組み等

平成23年5月27日
石勝線　清風山信号場構内第１ニニウトンネル
内で、特急スーパーおおぞら14号 列車脱線火
災事故

5月29日
特別保安監査（石勝線　列車脱線事故を踏まえ
た保安監査　６月９日まで）

6月14日
石勝線・室蘭線　追分駅施設障害　不正信号
現示【重大インシデント】

6月18日
事業改善命令・改善指示（石勝線　列車脱線
事故を踏まえた保安監査による）

9月16日
事業改善命令・改善指示に対する取り組み、
「安全性向上のための行動計画」を国土交通
省へ報告

平成24年2月29日
函館線　八雲駅構内で氷雪による列車脱線事
故

3月7日 留萌線　箸別～増毛駅間で列車脱線事故

4月26日 江差線　泉沢～釜谷駅間で貨物列車が脱線

9月11日 江差線　釜谷～泉沢駅間で貨物列車が脱線

9月18日
千歳線　新札幌駅構内　特急北斗14号　エンジ
ン内スライジングブロック破損

11月14日
「安全性向上のための行動計画」を計画的・具
体的に実行するための「安全基本計画」を策定

平成25年1月7日
根室線　常豊信号場～上厚内駅間で、特急
スーパーおおぞら13号が走行中にドアが開く
【重大インシデント】

4月8日

函館線　八雲駅構内　特急北斗20号　エンジン
内スライジングブロック破損（車掌が消音器付
近から発煙を認め、その後運転士が消音器に
炎らしきものを発見し、消火器で消火）【運転阻
害】

7月6日

函館線　山崎駅構内　特急北斗14号　エンジン
内スライジングブロック破損（運転士が運転中、
「機」表示灯消灯、床下から発煙と出火を認め
消火）【重大インシデント：運輸安全委員会調査
対象】

7月11日
国土交通省副大臣からＪＲ北海道社長へ注意
喚起（函館線　山崎駅構内　特急北斗14号　エ
ンジン内スライジングブロック破損を受け）

7月15日
特急スーパーおおぞら3号　千歳線　西の里信
号場構内において、サービス配電盤内から出
火

7月19日
「安全確保に向けた取り組み」についてを国土
交通省へ報告

7月30日
岩見沢運転所　運転士（30歳）が覚醒剤取締法
違反で逮捕(起訴時に懲戒解雇)

平成25年8月6日
石勝線列車脱線事故報告の勧告に対する取り
組み「実施計画書」について報道発表

8月17日 函館線　八雲～山越駅間貨物列車脱線事故

9月7日
運転士が車両（北斗星用機関車）のＡＴＳ（自動
列車停止装置）スイッチを損壊

9月19日 函館線　大沼駅構内で貨物列車が脱線

9月21日

大沼駅構内で発生した列車脱線事故について
公表
　・脱線した大沼駅2番線のレール幅が基準値
   よりも広がっていたこと
　・整備基準値越が他に８箇所あったこと

特別保安監査（大沼駅構内脱線事故及び整備
基準値を超える軌道変位があったことを受け　９
月２８日まで）

別紙１

年月日

ＪＲ北海道で発生した事故･災害･不祥事等
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事故・災害等 不祥事等
国土交通省の指示・
ＪＲ北海道の取り組み等

10月1日
北海道軌道施設工業（株）の協力会社従業員
が偽計業務妨害容疑で逮捕（軌間に針金を置
く）

10月4日

国土交通省鉄道局長からＪＲ北海道社長へ
「保安監査の結果による当面の改善指示につ
いて」
１．安全統括管理者の業務体制の改善
２．軌道部門の保守管理体制の構築
３．軌道部門以外の部門の業務体制の改善
    の検討
４．毎日の安全確認

10月7日
苗穂運転所において交番検査時に電磁給排気
弁非常吐出締切コックが閉となっていたのを発
見

10月9日
特別保安監査（大沼駅構内脱線事故及び整備
基準値を超える軌道変位があったことを受け　１
０月１２日まで）

10月25日

国土交通省鉄道局長からＪＲ北海道社長へ
「保安監査の結果による当面の改善指示につ
いて（その２）」
１．安全推進委員会で事故対策の調査審議、
  　内容を報告
２．軌道部門においてまくら木の交換基準の
    規程化と周知
３．車両部門において非常吐出締切コック
    設置機器室の封印と作業チェック表の
    整備
４．安全を確保する予算編成と現場からの
    提案の報告

10月31日
石勝線列車脱線事故の勧告に対する「完了報
告（中間）」を運輸安全委員会に提出

11月1日

・ダイヤ改正
札幌～函館間　ｽｰﾊﾟｰ北斗・北斗

  　130→120km/h、減便
　　札幌～釧路間　ｽｰﾊﾟｰおおぞら
    130→110km/h、減便
　　札幌～旭川間　ｽｰﾊﾟｰｶﾑｲ
  　130→120km/h、減便
　　札幌～東室蘭間　すずらん
    130→120km/h

11月1日 ・ＪＲ東日本から８名転入

平成25年11月12日
函館保線所函館保線管理室において、分岐器
検査のデータの原本とシステムデータに不一
致があることを確認した旨を公表

平成25年11月14日
特別保安監査（軌道検査データ改ざんを受け
１月２０日まで）

11月18日 工務部に「業務支援室」設置

11月22日

・衆議院国土交通委員会で参考人質疑
  （野島社長、小山常務、笠島部長）
　改ざん現場を説明
【改ざん現場　函館・滝川・富良野・苫小牧・室
蘭・伊達紋別・上川・大沼・北見管理室】

11月28日
・参議院国土交通委員会で参考人質疑
  （野島社長、小山常務、笠島部長）

11月29日

「保安監査の結果による当面の改善指示につ
いて（その３）」
１．年末年始多客期の取り組み
    （１２月１０日まで報告）
２．安全投資及び修繕費の前倒し執行
    （平成２６年１月末）
３．軌道部門の取り組み、業務支援室の実行
４．車両部門の委託業務の適正な実施

年月日
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事故・災害等 不祥事等
国土交通省の指示・
ＪＲ北海道の取り組み等

12月11日

第１回保線業務改善検討委員会
北海学園大学　上浦教授、

  安全マネジメント研究所　石橋所長、
  山﨑弁護士、鉄道総研　古川部長
　平成26年3月24日まで4回開催

12月12日
9月19日貨物列車脱線事故直後に函館保線所
大沼保線管理室にて、事故当該箇所の検査記
録を書き換えていたことを公表

12月20日 ４労組と安全会議

平成26年1月21日

軌道関係検査記録の改ざんに関する社内調査
結果および処分の公表
・全保線現場44箇所中33箇所で過去に
  データ改ざん
・懲戒解雇　2名、諭旨解雇　3名他
  役員報酬の減額

1月24日

国土交通大臣よりＪＲ北海道社長へ鉄道事業
法に基づく「事業改善命令」、ＪＲ会社法に基づ
く「監督命令」（第三者による外部からの視点に
基づき、再生に向けて、安全対策等の実行に
関して監視し、助言を行うとともに、将来に向
けた追加対策等の提案を行う諮問委員会等
の形態の常設の組織を設置することが求めら
れた。)

2月4日 安全統括管理者解任命令

2月10日

・国土交通省がＪＲ北海道を「鉄道事業法違反
の疑い」で北海道警察に告発（大沼保線管理
室において貨物列車脱線事故直後に軌道変
位データを改ざんし鉄道局に提出した虚偽報
告、函館保線管理室において翌日予定されて
いた特別保安監査前に軌道変位放置の発覚を
逃れるため検査データを改ざんした検査妨害）
・運輸安全委員会がＪＲ北海道を「運輸安全委
員会設置法違反の疑い」で北海道警察に告発
（大沼保線管理室において貨物列車脱線事故
直後に軌道変位データを改ざんし運輸安全委
員会に提出した虚偽報告）
・ＡＴＳ（自動列車停止装置）スイッチを損壊した
運転士に対し、北海道運輸局長から運転免許
を取消す行政処分が通知
・小山常務を安全統括管理者に選任

2月12日 北海道警察による家宅捜索（2月14日まで）

3月15日

・ダイヤ改正
札幌～稚内間　ｽｰﾊﾟｰ宗谷
　130→120km/h

※札幌～帯広間　ｽｰﾊﾟｰとかち、快速ｴｱﾎﾟｰﾄ
の130→120km/hは、平成26年8月30日のﾀﾞｲﾔ
改正で実施

3月26日
保線業務改善検討委員会（委員長　北海学園
大学　上浦教授）より提言書

3月31日
事業改善命令・監督命令に対する取り組み（一
部）を国土交通省へ報告

4月1日
新役員体制
（会長、社長が交代、副社長が就任）

5月30日

根室線音別駅構内における北海道軌道施設工
業（株）の線路保守工事において、軌道整備不
良と作業後の不正な状態確認があったことを公
表

6月12日 第１回JR北海道再生推進会議

年月日
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別紙４

安全投資と修繕に関する５年間の計画 

平成２７年３月２０日

北海道旅客鉄道株式会社 

１ 鉄道施設と車両の現状に対する課題認識 

（１）老朽化した鉄道施設と車両への対処 

   これまで設備投資や修繕を先送りしてきた鉄道施設及び車両の老朽化が進み、抜本的な対策が 

  早急に求められる状況にある。また、安全を確保するために必要な設備投資や修繕が行われない 

  ままに使い続けられている鉄道施設及び車両等がある。 

   特に車両については、ライフサイクルの考え方に基づく更新を進めてこなかったことから、今

後数年の間に大量の老朽取替が必要な状況にある。 

（２）ベースとなる修繕への対処 

   これまでの対前年主義をあらため、施設の規模等を勘案したベースとなる修繕費の考え方や、 

  現場からの提案に基づく修繕が必要な状況にある。 

２ 基本的な考え方 

 ①安全投資と修繕を最優先して本計画を推進する。そのため、サービス向上施策等を抑制していく。 

 ②老朽対策は、ライフサイクルや予防保全の考え方に基づき計画する。 

 ③修繕は、予防保全の観点から、健全な状態を維持するために施設の規模等を勘案したベースとな 

  る修繕費の考え方に基づき計画する。 

 ④メンテナンスを確実に行うため、検査機器等の整備を図るとともに、検査・保守業務の機械化や 

  データ管理のシステム化を進める。 

 ⑤現場からの提案や当面の緊急性を踏まえ、これまで先送りしてきた施策等を棚卸しし、必要な設 

  備投資や修繕を実施する。 

 ⑥安全のための設備整備においても、目標工事費の設定や価格協議の精査、契約単価の見直し、施 

  設のスリム化、列車間合いの抜本的な拡大等により、コストダウンを実現する。 

 ⑦限りある資金で安全レベルを維持するため、安全確保が可能な範囲への列車の速度制限や使用頻

度の少ない設備・ご利用が著しく少ない列車の見直しなど「選択と集中」を進める。 

３ 計画期間 

 平成２６年度から平成３０年度までの５年間 

４ 安全投資の主な内容 

（１）金額規模感 ５年間累計 1,200億円規模 

（２）主な施策【別紙参照】 

 ①車両の老朽対策 

  ○国鉄時代に導入した電車（711系）の老朽取替（平成26年度に完了） 

  ○特急気動車の老朽取替（平成28年度から着手） 

  ○ローカル用気動車の老朽取替に向けた量産先行車の製作（平成29年度から着手） 
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②軌道強化、管理の見直し 

  ○ＰＣマクラギ化の推進 

  ・函館線（砂原線）（平成26年度に完了） 

  ・根室線 新得・釧路間（平成30年度に完了予定） 

  ・副本線、ローカル線のＰＣマクラギ化（平成26年度から着手） 

  ○ローカル線の弱小レール解消（平成27年度から着手） 

  ○軌道・電気総合検測車、保線設備管理システムの導入（平成29年度から使用開始） 

５ 修繕の主な内容 

（１）金額規模感 ５年間累計 1,400億円規模 

（２）主な施策【別紙参照】 

  ①車両修繕 

   ○定期検査時等における搭載機器・部品等の集中修繕 

   ○予防保全の考え方に基づいた、部品等の交換周期見直し 

  ②施設修繕 

   ○軌道における検査結果等を適正に反映した修繕 

   ○主要線区におけるロングレール交換（レールシェリング対策） 

   ○土木構造物（橋梁、トンネル等）の健全度判定を適正に反映した修繕 

    ③その他 

      ○先送りしていた電気設備や建物等における大規模修繕 

   ○バリアフリー設備などの機械等における設備量にあわせた適正な修繕 

６ 資金の確保について 

  本計画の遂行に必要な資金は、平成２３年度以降措置された６００億円の設備投資支援を前倒し 

 て活用するとともに、経営安定基金の評価益の一部実現化や保有する資産の売却等の最大限の自助 

 努力により確保する。その上でなお、およばない部分については国等へ支援を要請する。

７ 中・長期的に取り組む課題 

（１）土木構造物や建物等の抜本的な対策 

  橋梁・トンネルなどの土木構造物、駅舎・車両検修建物等については定期的な検査等に基づく保

全、改修により日々の安全を確保しているが、老朽更新や耐震補強について中・長期的に取り組む

抜本的な対策は別途整理し対応を検討していく。 

（２）更なる経営の効率化 

  本計画の遂行に必要な資金は上述の考え方により確保していくが、現在措置されている６００億 

 円のうち３００億円は無利子貸付（１０年据置後、１０年間で均等返済）であり、将来、これを返 

 済しながら安全を確保して事業を継続していくために、事業規模の見直しなど一層の経営改善を進 

 める。 
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「安全投資と修繕に関する５年間の計画」　主な施策のロードマップ

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

   183系(すべて)・281・283系特急気動車の
                            老朽取替に着手

　721系電車の一部老朽取替に着手

その他
一般気動車の量産開始

　キハ40の老朽取替に着手

　函館方面のＰＣ
　マクラギ化完了　★

共通

その他

土木 40 

建物 20 

電気 170 

車両 50 

軌道 20 

土木 60 

電気 50 

900 

300

1,200 

400 

460 

540 

1,400 修 繕 費　合計

安全投資　合計

修　繕

車両

●これまでの対前年主
　義をあらため、施設
　の規模等を勘案した
　ベースとなる修繕費
　の考え方や、現場か
　らの提案に基づく修
　繕が必要な状況にあ
　る。

　　　　　　　　　　　・定期検査時等における搭載機器・部品等の集中修繕
　　　　　　　　　　　・予防保全の考え方に基づいた、部品等の交換周期の見直し

　■施設の規模等を勘案した計画的な修繕の実施により、
　　車両や鉄道施設を健全な状態に維持する。
　■使用頻度の少ない車両や施設の休廃止等によるスリム化
　　を図り必要な検査や修繕を確実に実行する。

軌道
・

土木

　　　・軌道における検査結果等を適正に反映した修繕
　　　・主要線区におけるロングレール交換（レールシェリング対策）
　　　・土木構造物（橋梁、トンネル等）の健全度を適正に反映した修繕

その他 　　　・先送りしていた電気設備や建物等における大規模修繕
　　　・バリアフリー設備など機械等における設備量にあわせた適正な修繕

踏切設備の保安度向上対策、列車無線等連絡手段などの継続的な整備
　■踏切事故を防止する設備や乗務員・指令間の質の高い
　　連絡手段を整備する。

計

そ の 他 　　・法令対応の安全投資（ATS-DNの整備等）
　　・教育、人材育成のための設備整備(社員研修センター、各種シミュレータ)等

　■ATS-DNは、省令に基づく整備が完了する(H28.6)。
　■社員研修センターの移転・新設が完了する(H29.1)。

安
全
性
向
上

●安全を確保するため
　に必要な設備投資や
　修繕が行われないま
　まに使い続けられて
　いる鉄道施設および
　車両がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　車輪フラット検出装置の導入、在姿車輪旋盤の増設等                  　★
　■H23石勝線列車脱線事故に係る運輸安全委員会の勧告
　　を踏まえた車輪管理を徹底する。

　■改ざん防止、保線業務の適正化を実施するための保
　　線システムを活用して業務を行う。

雪崩止め柵や落石止め柵、護岸設備等の線路防災設備などの継続的な整備
　■災害要注意箇所への対策を実施する。
　■健全度判定を踏まえた設備を整備する。

　　　　　　保線設備管理システムの構築を完了
　　　　　　　　　　　　　　　  データ改ざん防止､保線業務の適正化､業務負担の軽減　★

　■中央自動車道笹子トンネル事故と同種の事故を防ぐ
　　ため、検査結果に基づく健全度判定を踏まえた設備
　　の予防保全を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駅舎・旅客上屋、車両検査建物、設備・機械等の格納建物の改修等
　■駅をご利用になるお客様の安全確保を図る。
　■安全な作業環境の整備による労働災害予防を図る。
　■建物内に格納する設備や機器の劣化予防を図る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　・電力設備：室蘭線・函館線の変電所設備の老朽取替　等
　　　　　　　　　　　　　　　　　・信号設備：千歳線・室蘭線のＰＲＣ装置の老朽取替　等
　　　　　　　　　　　　　　　　　・通信設備：搬送装置の老朽取替　等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軌道・電気総合検測車の導入　運用開始　★

　■変電所やPRC等の設備・装置を計画的に取り替える。
　■各機器の部品等を交換周期に基づき計画的に取り替
　　える。

軌

道

●これまで設備投資や
　修繕を先送りしてき
　たため老朽化が進み
　抜本的な対策が早急
　に求められる状況に
　ある。

札

幌

圏

・

都

市

間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　札幌・釧路間のＰＣマクラギ化完了　★

　　　　　　　　　　　　　橋梁・トンネル等の土木構造物の保全等

札

幌

圏

・

都

市

間

共

通

  ■列車が安全・安定的に走行できるように「ＪＲ北海
　　道保線再生プラン」に基づき軌道強化を実施すると
　　ともに、軌道の安全レベルを確保するための厳正か
　　つ的確なメンテナンスを実施する。

　　○著大な軌道変位を発生させない軌道構造へ変更す
　　　る。
　　○検査から修繕までを適正化させるため、業務をシ
　　　ステム化する。
      ・電気検測と一体となった検測車により効率的な
　　　　検査等を実施する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　札幌圏・都市間を優先に、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副本線等をＰＣマクラギ化（当面は、函館方面を優先）

100 
　　　　　　　　　　　　　　軌道・電気総合検測車の導入　運用開始　★

ローカル線（富良野線・釧網線等）の曲線部等のＰＣマクラギ化（３本に１本程度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　および弱小レールの解消

  ■列車が安全・安定的に走行できるように老朽更新を
　　するとともに、車両の安全レベルを確保するため、
　　厳正かつ的確なメンテナンスを実施する。

　　　○車両のライフサイクルに基づく車両の長期計画
　　　　を策定し、計画的な車両新製や重要機器取替等
　　　　を実施する。
　　　○安全レベルを確保するためのメンテナンスに必
　　　　要な車両検修機器の更新・整備を実施する。
　　　○厳正かつ的確なメンテナンスに必要な予備品を
　　　　確保する。
　　　○厳正かつ的確なメンテナンスに必要な修繕費の
　　　　予算を措置する。

711系電車の老朽取替
　　(733系新製)　　　　　完了★

　　　　　183系0代(34両)の老朽取替
　　　　　　　　(261系新製)完了　　★

　　　　　　　　　　　　　　　　特急気動車の重要機器取替完了　★
785系電車の一部老朽取替（37両中27両淘汰）
(青函用789系の札幌圏転用による置き換え）

車両検修機器・車両基地設備の老朽取替を継続

ライフサイクルに基づく各形式の計画的な重要機器取替を実施

一般気動車(ローカル用)
量産先行車２両を製作し走行試験等を実施

　別　紙　

安

全

投

資

老
朽
化
し
た
鉄
道
施
設
や
車
両
へ
の
対
処

老
朽
取
替
・
保
全

凡例　★：当該件名の完了

区　分 課　題

ロードマップ
５年間の
概算金額
（億円）

最終的に目指すゴール
（安全レベル、状態）

以　前

　　　　　　　計　画　期　間
以　降

車

両

●ライフサイクルの考
　え方に基づく更新を
　進めてこなかったこ
　とから、今後数年の
　間に大量の老朽取替
　が必要な状況にあ
　る。

390 

従来計画より１年前倒し

従来計画より７年前倒

５年間は、優先度の高い施策を中心に推進する。

○国鉄時代の電車は淘汰を完了

○国鉄時代の気動車は特急用を優先して淘汰を推進、

一般用は量産先行車での試験を経て淘汰に着手

○札幌圏・特急線区の軌道強化を実施

○軌道管理のシステム化、適正化を実施

土木構造物や建物の老朽更新、耐震補強等について、

中・長期的に取り組む抜本対策については別途整理し

対応を検討していく。

ＰＣマクラギ化を未実施の石北線、宗谷線、その他

ご利用の少ない線区について、優先度等を勘案して

軌道強化の方向性を検討していく。

保線設備管理システムの構築と合わせ、業務適正化の基盤を確立

社員研修センター(イメージ)

トンネル断面測定器による検測の様子

札幌圏・都市間はＰＣ化率が６１％に

トラックマスターによる検測の様子

電力設備

ＰＣマクラギ

２６１系

○ＪＲ世代の電車、特急気

動車の取替

○国鉄時代の一般気動車

（ローカル用）の取替

を本格化する。

車輪旋盤による車輪削正の様子

石北線（ＣＴＣ）や宗谷線・日高線・釧網線（電子

閉そく）等、ご利用の少ない線区の信号等を制御す

る運転保安装置の老朽取替について、優先度等を勘

案して更新の方向性を検討していく。

ATS-DNは省令の定める整備対象区間について平成28

年6月までに整備を完了するが、特急が走行する宗谷

線、石北線を含めその他の省令の定める区間以外に

ついて、優先度を勘案して整備の方向性を検討して

いく。

キハ４０

1
2
3



124



125



126



127



128



129



130



131



132



133



134



135


